
●
認
知
症
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
や
友
人
が
集
ま
っ

て
情
報
交
換
や
共
感
を
し
合
え
る
心
安
ら
ぐ
場

所
で
す
。
認
知
症
に
特
化
し
た
介
護
専
門
職
が

参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
認
知
症
な
ど
の
相
談

も
気
軽
に
で
き
ま
す
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
　

　

田
原
市
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ「
花
よ
り
団

子
茶
屋
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】毎
月
第
３
月
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

【
場
所
】あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

　
こ
の
ペ
ー
ジ
の「
認
知
症
よ
ろ
ず
相
談
の
日
」

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係　
☎
23‐３
２
１
７

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
認
知
症
は
老
化
現
象
で
は
な
く
、
脳
の「
病
気
」

で
す
。
脳
梗
塞
や
脳
出
血
の
他
、
何
ら
か
の
原
因

に
よ
り
脳
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
認
知
機
能
が
低

下
し
、
生
活
を
す
る
上
で
支
障
が
出
て
い
る
状
態

を
言
い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
る
日
本
で
は
、

２
０
２
５
年
に
は
５
人
に
一
人
が
認
知
症
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が

あ
り
、
身
近
な
病
気
と
言
え
ま
す
。

●
認
知
症
の
主
な
症
状

・
物
忘
れ
が
あ
り
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
。

・
家
に
帰
る
道
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。

・
実
際
に
は
な
い
も
の
が
見
え
る　
な
ど

※
認
知
症
の
種
類
に
よ
り
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

●
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
す
る
な
ど
、
早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
ち
ょ
っ
と
し
た
不
安
で
も
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

高
齢
福
祉
課
の「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

ま
た
は「
地
域
の
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認知症よろず相談の日
９月の開催予定です。認知症に関することなどご相談
ください。相談日に都合の悪い方は、高齢福祉課まで
お問い合わせください。
日時 内容 場所 連絡先

9/14（木）
13：30～

認知症介護者の
集い 田原福寿園 福寿園

☎27-0882

9/19（火）
14:00～ ほっこり茶縁 田原中部市

民館
あつみの郷
☎22-6784

花より団子茶屋 あつみライ
フランド

高齢福祉課
☎23-3217

　全国で認知症の理解や啓
発を目的としさまざまな取り
組みが行われます。この機会
に認知症について考えてみま
しょう。

【田原市で行う取り組み】
◦９月15日～21日に、蔵王山展望台を認知症のシンボ

ルカラーである「オレンジ色」にライトアップします。
◦市内図書館で、認知症に関する特別展示を開催しま

す。

認知症と加齢によるもの忘れの違い
加齢によるもの忘れ認知症によるもの忘れ

日常生活に支障なし日常生活に支障あり

■体験の一部を
　忘れる

■体験全体を
　忘れる

■ヒントが
　あると
　思い出す

■ヒントがあっても
　思い出せない

■時間、場所、人を
　間違えることが
　ある

■時間、場所、
　人などが
　わからなくなる

知っていますか？
９月は「世界アルツハイマー月間」

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

は
、認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口
で

す
。市
役
所
に
あ
り
ま
す
。
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